
令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の概要

☆ 今回の調査結果のポイント（令和４年度調査との比較）

☆ これまでの取組

☆ 課題と今後の取組

全国体力・運動能力、運動習慣等調査は平成２０年度に開始され、当時の本県は小・中

学校の男女とも体力合計点が全国平均を下回っていた。その後、様々な取組を行い、本県

の子供の体力は向上し、現在では小・中学校の男女とも全国平均を上回っている。

今年度の体力合計点は、令和４年度調査と比較すると、回復基調であるが、コロナ以前

の水準には至っていない。
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●運動する子とそうでない子の二極化

●小学生男女ともスピード・瞬発力

中学生男女ともスピード・瞬発力・全身

持久力、加えて女子は筋力

○体育授業の更なる充実に向けた効果的
な取組指導

○各市町村・学校の「体力アッププラ
ン」による着実な実践と検証を促進

本県では、体力（生きる力の源）の重要性を認識し、平成２０年度から、小学生か

ら高校生まですべての学年で体力テストを実施！

○ 学校体育の充実

・ 紀州っ子体力アッププランの作成・実践（授業改善）

・ 小・中学校訪問指導 ・ 各種研修会の開催

・ 紀州っ子かがやきエクササイズ＆ダンスの活用

○ 運動機会の拡大

・ きのくにチャレンジランキング ・ 運動部活動の適切な運営

【体力合計点の状況】

◎ 小学校男女、中学校男子において前回調査を上回った。

小学校男子：＋0.49 小学校女子：＋0.40 中学校男子：＋0.47

【生活習慣の状況】

◎ 睡眠時間は回復傾向がみられたが、肥満の割合（小５男子を除く）、朝食欠食、

スクリーンタイムが増加した。

【運動意識の状況】

◎ 体育が楽しいと回答した児童生徒（中２女子を除く）が増加した。

【学校における体力向上の取組の状況】

◎ 体育の授業以外で体力向上の取組を全ての児童に対して実施した小学校の割合が

増加した。

H20 R４ R ５ H20 R４ R ５ H20 R４ R ５ H20 R４ R ５

本県体力合計点 53.90 52.63 53.12 54.59 54.61 55.01 本県体力合計点 38.17 41.23 41.70 44.94 47.47 47.46

全国平均 54.19 52.29 52.60 54.85 54.32 54.29 全国平均 41.42 40.90 41.18 48.29 47.28 47.08

全国順位 30位 18位 16位 28位 22位 17位 全国順位 46位 27位 29位 44位 28位 29位
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全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の推移

※平成23年度は東日本大震災のため中止
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止
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１ 調査の概要

(1) 調査期間 令和５年４月から７月

(2) 調査の目的

・ 国が全国的な子供の体力・運動能力や運動習慣・生活習慣等を把握・分析することにより、子

供の体力・運動能力や運動習慣等の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

・ 教育委員会や学校は、本調査結果を活用し、子供の体力や運動習慣等の状況を把握するととも

に、課題に対応した施策の実施や体育・保健体育の授業等の充実・改善に役立てる。

(3) 調査対象

調査を実施した学校・児童生徒

小学校第５学年、義務教育学校前期課程第５学年、特別支援学校小学部第５学年

中学校第２学年、義務教育学校後期課程第２学年、特別支援学校中学部第２学年

ただし、特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒については、

その障害の状況等を考慮して、参加の是非を判断。

(4) 調査事項

―実技に関する調査－

―質問紙調査－

① 児童生徒に対する調査（運動習慣、生活習慣等）

② 学校に対する調査(子供の体力向上に係る学校の取組等)

③ 教育委員会に対する調査（子供の体力向上に係る施策等）

２ 調査結果（本県と全国との比較）

参加校数 参加児童生徒数 参加校数 参加児童生徒数

本県(小5) 227校 7,115人 全国(小5） 18,918校 990,165人

本県(中2) 125校 6,317人 全国(中2） 10,021校 923,980人

種目数

小学校 ８種目

中学校 ８種目

種　　　　　　　目

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20m シャトルラン、50m 走、
立ち幅とび、ソフトボール投げ

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走（男子1500m、女子
1000m）又は20m シャトルラン、50m 走、立ち幅とび、ハンドボール投げ

県平均 差 県平均 差 県平均 差 県平均 差

53.12 0.52 55.01 0.72 41.70 0.52 47.46 0.38

握力(kg) 16.35 0.22 16.20 0.18 29.13 0.15 22.99 -0.13

上体起こし(回) 19.44 0.44 18.62 0.57 26.14 0.43 21.81 0.28

長座体前屈(cm) 34.45 0.46 38.51 0.04 45.68 1.64 47.59 1.33

反復横とび(点) 41.83 1.22 40.23 1.49 51.81 0.62 46.23 0.58

２０ｍシャトルラン(回) 48.25 1.34 38.17 1.36 75.05 -2.71 48.59 -1.87

持久走(秒) 415.98 -6.06 312.57 -5.55

50ｍ走(秒) 9.53 -0.05 9.78 -0.07 8.06 -0.05 9.03 -0.08

立ち幅とび(cm) 150.64 -0.52 143.52 -0.82 194.20 -2.77 164.26 -1.95

ソフトボール投げ(m)
ハンドボール投げ(m)

21.04 0.53 13.89 0.67 20.81 0.49 12.97 0.61

体力合計点

各実技
テスト
種目

小学校５年男子 小学校５年女子 中学校２年男子 中学校２年女子


